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バルノック DNBについて (2)

[ I I R配合］

バルノック DNB(25%ーポリ—Pージニトロソベン

ゼン）は IIRと混練り時熱処理加工することによ

り比較的少ない網目が未加硫時に作られ，未加硫

ゴムの粘度及びグリーンモジュラスが高くなり，型

崩れを防止することができる i). P-ジニトロソベン
ゼンによるポリマーの架橋例を図 1に示す2,3).

今回は，前回叫こ引き続ぎ， IIR配合におけるバ

ルノック DNBによる熱処理温度（混練時）の影響

及びDNBの変量効果について紹介する．

配合を表1に示し混練り方法を図 2に示す．バ

ルノック DNBは0-l.5phr変量した．インターナ

ルミキサーに IIRとDNBを混練り（第 1グ）レープ）
実験
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* 1 不飽和度1.5モル％
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充てん率約70%(IIR50g) 

表2 加工温度による DNBの変量効果（第 1グループ）

No. 1 2 3 4 

DNB (phr) 無添加 0.2 0.5 1.0 

インターナルミキサー練り条件

熱処理 [100℃X 5分］
設定温度1>100℃，開始温度2>s5℃，温度上昇時間［練り時間] 3)1,5分

ダンプゴムの状態 良好 良好 良好 劣る

粘度ML,+<(100℃) 4) 67 70 75 82 

熱処理 [125℃X 5分］
設定温度1>125℃，開始温度2>105℃，温度上昇時間［練り時間]3>z.o分

ダンプゴムの状態 良好 良好 良好 劣る

粘度MLi+,(100℃) 4> 66 73 82 91 

熱処理 [150℃X 5分］
設定温度1>150℃，開始温度2>120℃，温度上昇時間［練り時間]3>z,5分

ダンプゴムの状態 良好 良好 良好 劣る

粘度ML1+,(100℃) 4) 66 74 83 91 

1)ミキサーの温度 Z)IIR+DNB投入後の温度 3)設定温度まで上昇する時間 4)JIS K 6301に準拠

5
 

5

―L
 

劣る

89 

劣る

99 

劣る

100 

282 (82) 



紹 介

し，設定温度 (100, 125, 150℃)に達した時点で

回転を止め 5分間熱処理を行った．その後， ミキ

サーから練り生地をダンプし，練り生地の粘度を

測定した．次に，加硫ゴムに与える影響を把握す

るために， 125℃X 5分熱処理 (DNB0.2, 0.5phr 

配合）した第 1グループの練り生地をオープンロ

ールを用いて第 2グループの薬剤を混練りし，ム

ーニースコーチ試験，レオメータ試験及び加硫ゴ

ムの引張試験を行った．

1. 熱処理温度による DNBの変量効果（第 1グル

ープ）

熱処理温度による DNBの変量効果を表 2及び

図3に示す．熱処理温度による DNBのグリーンア

ップ効果は， DNB0.2-l.5phr配合共に125℃ 以上

の熱処理温度が有効であることがわかる. DNBの

変量効果では， DNBを増量することによりグリー

ンアップ効果が向上する． しかし DNBl.Ophr以上

では， DNBによる架橋密度が増大しすぎるため練

り生地の表面肌が荒れる（劣る）ことがわかる．

100 

＾ μ9。= = 
ヽ

寸~ 

＋ 

..J 80 
~ 
、一

塁
70 

60 

無添加

ON B(phr) 

100x5 125x5 150x5 
熱処理温度（℃） X時間（分）

図3 DNBの効果

2 • 加硫ゴムに与える影響（第 2グループ）
第2グループ配合未加硫及び加硫ゴムの性能を

表3に示し，レオメータ加硫曲線を図 4に示す．

DNB配合ゴムは，未加硫ゴムの粘度を向上させ型

崩れを防止することができ，加硫ゴムの引張応力

を若干向上させることがわかる．

以上の結果から，熱処理温度は125℃以上が好

ましく DNB配合量は0.2-0.5phr程度が有効であ

る．
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表3 第2グループ配合物の末加硫ゴム及ぴ加硫ゴムの性能

No. 

DNB(phr) 

1 2 3 

無添加 0.2 0.5 

ムーニースコーチ試験 (ML,,125℃) 1) 

Vm 56 60 64 

ts (分） 18.3 17.9 17.5 

t,. (分） 26.9 25.3 24.1 

引張試験 (160℃X30分加硫物） 2) 

T" (MPa) 11.0 11.5 11.9 

恥(%) 430 440 400 

M,oo (MPa) 2.4 2.5 2.6 

M200 (MPa) 7.5 8.0 8.6 

H5 (JISA) 59 59 60 

インターナルミキサー練り条件：熱処理125℃X 5分，設定温
度125℃，開始温度105℃，温度上昇時間［練り時間]2.0分
l)JIS K 6300に準拠 2)JIS K 6301に準拠
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図4 レオメータ加硫曲線

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行った試験に基づくものでありますが，結果をすべて確

実に保証するものではありません． 大内新興化学工業株式会社
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